
 
 

 
 

奈
良
で
、
ア
グ
ネ
ス
チ
ャ
ン
の
講
演
会
に
参
加
。 

１
９
７
３
年
の
夏
、
奈
良
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
の
ス
テ
ー
ジ
で
見
た
ア
グ
ネ
ス

チ
ャ
ン
、
52
年
ぶ
り
と
は
思
え
な
い
可
愛
ら
し
さ
そ
の
ま
ん
ま
だ
っ
た
。
上

智
大
学
、
ト
ロ
ン
ト
大
学
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
学
び
教
育
学
博
士
号

取
得
後
、
世
界
各
国
を
ほ
ほ
え
み
大
使
と
し
て
訪
問
、
現
在
ユ
ニ
セ
フ
ア
ジ

ア
親
善
大
使
と
し
て
、
子
供
の
人
権
を
守
る
活
動
を
さ
れ
て
い
る
。 

ア
グ
ネ
ス
さ
ん
は
６
人
兄
弟
の
４
番
目
、
控
え
め
な
女
の
子
。
１
人
の
姉

は
香
港
の
大
女
優
、
も
う
１
人
の
姉
は
香
港
大
学
医
学
部
を
香
港
初
女
性
首

席
卒
業
。
ア
グ
ネ
ス
さ
ん
は
中
学
生
の
時
の
障
が
い
者
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
照
れ
屋
で
お
と
な
し
か
っ
た
け
れ
ど
、
自

分
の
意
見
も
言
え
る
よ
う
に
な
り
、
ま
わ
り
の
み
ん
な
を
楽
し
ま
せ
る
た
め

歌
を
う
た
う
よ
う
に
な
っ
た
。 

施
設
の
こ
ど
も
達
は
拍
手
は
で
き
な
い
が
大
声
で
応
援
し
て
く
れ
た
。
ま

わ
り
の
目
を
気
に
せ
ず
恥
ず
か
し
い
と
思
わ
ず
こ
ど
も
達
の
前
で
歌
う
こ

と
に
無
我
夢
中
に
な
っ
た
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
発
散
し
、
心
に
余
裕
が
で
き
、

自
分
自
身
が
楽
に
な
っ
た
こ
と
を
実
感
し
た
そ
う
。 

父
は
香
港
出
身
、
母
の
故
郷
は
中
国
の
山
奥
の
貧
し
い
村
、
は
じ
め
て
母

の
故
郷
へ
帰
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
時
、
村
中
の
人
が
ア
グ
ネ
ス
さ
ん
の
歌
を

う
た
っ
て
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。
歌
は
海
を
越
え
山
を
越
え
心
を
結
ん
で
く

れ
る
こ
と
を
確
信
し
、
歌
手
に
な
る
こ
と
を
決
意
、
日
本
に
渡
っ
た
。 

１
９
８
５
年
24
時
間
テ
レ
ビ
の
総
合
司
会
が
き
っ
か
け
で
ア
フ
リ
カ
の

現
地
を
訪
れ
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
現
状
を
知
っ
た
。
骨
と
皮
だ
け
の
や
せ
細
っ

た
母
に
し
が
み
つ
く
幼
児
、
車
の
窓
ガ
ラ
ス
に
は
手
の
ひ
ら
の
膿
と
血
、
身

体
を
覆
う
大
き
な
音
の
黒
い
雲
？
ハ
エ
の
大
群
だ
っ
た
。
車
か
ら
こ
ぼ
れ
る

麦
を
砂
ご
と
む
さ
ぼ
り
ジ
ャ
リ
ジ
ャ
リ
食
べ
る
姿
。 

あ
る
時
、
足
の
不
自
由
な
元
兵
士
の
12
歳
の
少
年
と
面
会
、
彼
は
貧
し
く

み
じ
め
な
自
分
を
笑
い
に
来
た
の
か
、
と
言
い
放
っ
た
。
明
く
る
日
、
彼
は
、

昨
日
は
言
い
す
ぎ
た
と
謝
り
に
来
て
、
親
な
き
兄
弟
を
救
う
た
め
に
は
８
歳

で
兵
士
に
な
る
し
か
な
か
っ
た
と
語
っ
た
。 

南
ス
ー
ダ
ン
で
は
こ
ど
も
の
兵
士
を
返
し
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。
ロ
シ
ア

と
国
境
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
ド
ン
バ
ス
地
方
、
毎
日
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
き
、
学

校
の
地
下
の
防
空
壕
に
一
緒
に
逃
げ
た
。 

パ
レ
ス
チ
ナ
ガ
ザ
の
鉄
ゲ
ー
ト
は
人
は
１
人
も
い
な
い
、
マ
イ
ク
か
ら
指

示
が
あ
り
中
に
入
る
と
大
き
な
犬
が
い
っ
ぱ
い
現
れ
、
無
機
質
な
世
界
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
だ
っ
た
。 

私
達
は
、
同
じ
時
間
、
同
じ
地
球
、
同
じ
太
陽
と
月
を
見
て
い
る
同
じ
人

間
・
・
・
。
言
葉
は
出
な
い
が
、
ア
グ
ネ
ス
さ
ん
の
ひ
と
言
ひ
と
言
を
思
い
、

心
に
だ
き
し
め
た
。 
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社会福祉法人晃宝会 

特別養護老人ホームあじさい園 宝 

 

住所：奈良市南肘塚町９９番１ 

電話：0742-24-0878    fax：0742-23-0373 

８月の行事予定  

18日:あじさいサロン 14;00  

22日：誕生日会 15；00 
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短冊に願いごとを書いて、スタッフと一緒に笹に
飾り、七夕飾りの前で記念撮影をしました。 
 

奈良歯科衛生士専門学校より実習生さんが来ら
れました。宝の森田・須川歯科生士指導のもと
ご利用者様の口腔ケアや、口腔リハビリテーショ
ンを行って下さいました。 

いつもご協力、ご支援ありがとうございます。 

事前予約での面会を行っております。 

ご家族様のご来園お待ち申し上げております。 

GHのご利用者様は、あじさいサロン
に参加され、西村先生や地域の皆様
と一緒に手話や歌を楽しまれました。 
 

本末先生(けんぞう倶楽部)健康体操開
催！梅雨の蒸し暑い中たくさんのご利
用者様が参加してくださり、先生よりた
くさんのパワーをいただきました。 

おやつのリクエスト 
１位 ケーキ 
２位 アイスクリーム 
3位 シュークリーム 
４位 おせんべい 

 

 

 

 

５位 ラーメン 
 
 
 
 

今年度のお食事に関する 
アンケート結果です 

食べたい料理の 
リクエス 

１位 お寿司 
２位 肉料理 
３位 野菜料理 
４位 フライ物 
 

 
 
５位 ラー

メン 
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多い 丁度よい 少ない 回答不可

お寿司が毎年一番人気です。手作りの
助六や卵巻、散らし寿司等いろんなお
寿司をお楽しみいただいております。 

 
第１３回運営推進会議開催！ 
「歯と口の健康習慣」にちなんで、認知症
の方への口腔ケアの研修をしました。 



第 １００回 歯磨きの歴史⑦ 

口臭に悩んだ平安美女 

国宝の『病草紙』という平安時代末期の絵巻物を知っていますか？ 

「教科書で見た」という人も多いかもしれません。『病草紙』には、さ

まざまな病気に苦しむ人の様子が描かれていますが、その中に、楊

枝を使っている女官の場面があります。 

そのそばには、着物のたもとで口を覆う 2人の女官も登場し、こん

な説明文まで付いています。その内容は……。 

「一人の美しい女がいた。女にひかれる男たちは彼女に近づこうと

した。しかし、近づくと、とたんに鼻をつまんで逃げ出してしまう。耐えがたい口の臭さなのだ」この絵の題名

は、そのものずばり、「口臭の女」。この女官は楊枝を使って、口臭を消そうと必死なのでしょう。じつにあでや

かな着物を着て美しいが、本人、だいぶ気にしていて、歯ブラシで歯を磨いているようです。床に水を入れた

椀が置いてあります。ちなみに、このころの歯ブラシは、房楊枝といって、繊維質の木の棒の片側を噛みほぐ

して房にして、それで歯をこするのです。左下に描かれた女は袖で鼻をおおっていますが、これは他の絵でも

よく出て来る、「あー臭い臭い」ジェスチャーです。模写版では無表情ですが、オリジナルでは笑っていて、明ら

かに本人をバカにしている様子がうかがえます。 

800年前は便所事情なども悪くそこらじゅうがひどく臭かったなどと言われてはいますが、やはり上流階級

の場では、口臭であるとかそういう臭いには敏感だったのでしょう。 

口臭の原因として考えられるのは、口の中が不潔なこと。あるいは、むし歯や歯周病だったのかもしれません。

口腔ケアが浸透している現代と違い、当時は、口臭にこれほど悩む光景はありふれたものだったのかもしれ

ません。 

はたして、楊枝は、口臭をやわらげる効果があったでしょうか。きっとささやかだったに違いありません。なん

だか、絵巻物に描かれた女官が気の毒ですね。 

 

朝は神仏に祈り、歯の掃除 

「起床後は、まず、自分の一生を支配する属星（ぞくしょう）の名前を七回唱えよ」 

そんな家訓を残したのは、平安時代中期の貴族・藤原師輔（もろすけ）です。ちなみに

属星というのは、陰陽道で、その人の運命を支配するとされる星のこと。生年によって

決まっていました。師輔は、朝、貴族がなすべきことを次々に挙げました。 

「鏡で顔を見て、暦で吉凶を占い、そして楊枝を使い、西を向いて手を洗うこと」 

さらに「仏名を唱え、信仰している神社を念じよ」と続けました。 

師輔は、冷泉天皇の祖父にあたる実力者。晩年は、貴族としての作法、儀式・年中行事について書き記し、

後の九条流故実の祖となった人物です。どうやら平安貴族の間では、朝食の前に楊枝を使い、口中を清潔に

整えることが、作法になっていたようです。 

じつは、日本人は古来から神に祈る前に、口をすすぐ風習があり、それが歯みがきのルーツだという説もある

のですが、事実は不明です。                             

                      あじさい園宝 歯科医師    


